
令和３年12月 13日 

大阪府立淀川工科高等学校 

 

令和３年度 第 2回学校運営協議会（議事録） 

 

出席者（委員） 

  川田 裕、辻井 安喜、大野 友己、吉田 覚、橋本 裕揮、原 善輝 

出席者（学校） 

  校長、教頭 

 

１ 校長挨拶 

２ 学校運営協議会委員の紹介 

３ 事務局の紹介 

４ 報告 

① 令和三年度 学校経営計画進捗状況 

② 各科・系の進捗状況 

③ 各分掌の進捗状況 

５ 協議 

 

１）令和３年度 学校経営計画について 

 

Ｑ．学校見学会が１回中止とあるが、その分の４回目実施はあるのか。 

 Ａ．中止になったのは体験入学で、その分は見学会に変更し実施済みである。 

  

Ｑ．プロジェクタは配置されたが、ＬＡＮ環境はどうなっているか。 

Ａ．定教室には環境は整備されているが、その他特別教室については今後の課題であ

る。 

 

Ｑ．端末生徒一人一台配布はどうなっているか。 

 Ａ．９月に配布済みである。 

   教科によって使用させている。 

   能率よく活用していかなければならない。 

  

Ｑ．ChromeBook は基本的に持ち帰りで、緊急事態期に自宅で使用することが基本で

すか。 

Ａ．基本はそうである。 

   授業等での活用については、今後の課題である。 

 

Ｑ．守口の中学校でも同じような活用方法だが、寝屋川市等が先行して実施して、オー

プンにしていくので、現場は大変である。 

    ＧＩＧＡスクールの本来の目的と逆転していないか。 



   教員には一人一台配布でいていないが、府立学校はどうですか。 

 Ａ．府立学校も同じである。 

    心苦しいが教員に配置できていない。 

    生徒機もいろいろと制限があり、大変なところもある。 

 

Ｑ．中学校で配布している端末には、利用制限（時間）があるが、府立学校はどうで

すか。 

   Ａ．府立学校の配布端末には、使用時間の制限はない。 

 

Ｑ．その場所に行けば、誰でも使えるような環境（フリーWIFI）はあるのか。 

  Ａ．生徒配布のChromeBook については、校内環境が整っています。 

 

Ｑ．「確かな学力の育成と授業改善」のところで、１年入学時の基礎学力診断テスト

の平均点が上がっているのは、良かったのではないか。 

    Ａ．確かにそのとおりであるが、これからどう伸ばしてやるのかが大切である。 

 

Ｑ．GTECついて、実施するのは難しいのですか。 

    Ａ．今年度、3 年生については実施できたのですが 2年生については、コロナによ

る行事変更などで未定となっています。スピーキングテストの際に貸し出し用の

端末を使いオンラインで行うため静かな状況を必要とするため時間と場所を確保

するのが難しいです。1年生については、1 月実施予定です。 

 

Ｑ．第１種電気工事士１６名合格はすごいのではないですか。 

  Ａ．ここ数年は、受けています。 

  

Ｑ．問題行動指導で、ＳＮＳ関連の問題をどうやって把握されているか。 

  Ａ．投稿者のプロフィール等で「淀川工科」の名前で検索できたり、中には周りの生

徒から報告してくれることもある。 

 

Ｑ．ＳＮＳ使用などについてのセキュリティーポリシーなどは教えているか。 

    Ａ．情報系の授業等で実施している。 

 

Ｑ．志願者倍率について、工学系の倍率が低くなっているが大丈夫か。 

  Ａ．例年通りのパターンであり、学校見学会等で工学系の説明を聞いていただいて、

工学系の内容を理解していただくと増えていきます。 

  

Ｑ．教務部の課題で「観点別評価の在り方」とあるが、実際のところはどんな状態

か。 

 Ａ．各教科で１００点法から評価していくかを試しているところである。 

    「主体的・対話的で・・・」の部分をどう評価していくか。 

 



Ｑ．ＣＡＤでは、どのようなソフトを使用されていますか。 

    Ａ．AutoCAD（２Ｄ），Inventor（３D）を使用しています。 

 

Ｑ．ＡＩ技術をどのように指導していくか。 

    Ａ．現在も電気系を中心にAI を取り入れた教材開発など進めています。 

 

ご意見  

・大工大 小寺教授による特別授業など、していただいてはどうですか 

      

   ６ 連絡・その他 

第 3回学校運営協議会 日程について 


